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資料紹介
思想家の研究雑誌
杉
?
四 郎
はしがき
私は思想家の研究雑誌についてその調査蒐集を
行い，拙著『思想家の書誌 研究ノート一』
（日外アソシェー ツ， 1970年）の第二章にその書
誌をまとめておいた。その後杉原四郎・杉原達「特
定の思想家を主題とする研究雑誌目録拾遺（続）」
（『社会思想史研究』，社会思想史学会，第15号，
1991年），「経済思想家の研究雑誌」（本誌第45巻第
4号， 1995年11月）を発表し，この種の研究雑誌
の補充につとめてきた。本稿はその後に私の手も
とに集まった資料のなかから，思想家を日本人と
外国人にわけてその研究雑誌計10点を紹介するも
のである。 1の(1),(5)やIの(2)のように，今度は
じめてとりあげる研究雑誌もあれば，その他のも
ののように，すでにとりあげた雑誌のその後の刊
行状況を紹介しているものもある。社会・経済思
想家のものが多いが， Iの(6)やIの(2)のように，
より広い意味で思想家といいうる人物もとりあげ
た。
I 
(1)石川三四郎 (1876----1956)
石川については以前追悼文集『石川三四郎をし
のぶ』 (1963年）を紹介したことがある（本誌第46
巻第3号， 1990年9月）が，今度彼の研究雑誌が
刊行されたので，その創刊号を紹介する。
『木学会だより』，編集•発行山口晃，埼玉県本
庄市銀座 1• 2• 19。季刊，第1号， 1997年， 9,88
頁。
編集後記で山口はいう，「本庄市立図書館に依頼
されて，石川三四郎あて外国人書簡の整理を始め
ました」ころから，この雑誌の計画も実現に向い
始めた，最初「聞き書き」，「資料」，「論考」，「翻
訳」の四つの柱でやろうかと思ったが，創刊号は
「翻訳」をあきらめ，他の三つを中心にまとめた
と。「聞き書き」は，五十嵐玉治・九十九・信子か
ら「不尽草房，そして山梨の疎開先の頃」を聞き，
「資料」は「ポール・ルクリュ宛石川三四郎書簡
（一通）」と「石川三四郎宛エドワード・カーペン
ター書簡(-三通）」，「論考」は山口「麒顧・共同
性・身体」（一）である。巻頭に「グラフィックの
小道」があり，旭山（石川三四郎）文庫の中の洋
書の一つにある版画が写真で紹介されている。
五十嵐玉治は石川の養女永子の妹，九十九は石
川の兄丈三の孫，信子は玉治の娘である。九十九
は服装デザイナーで三島由紀夫の楯の会の制服を
デザインした。今回の聞き書きは，三人と石川と
の関係や周囲の人々のことおよび不尽草房（共学
舎）時代と山梨の疎開先のことを中心にまとめて
ある。なお不尽草房の見取り図（玉治と信子とが
当時を思い出して書いたもの）が12頁に載ってい
る。
石川→ルクリュの葉書はフランス語とその日本
語訳。カーペンター→石川の葉書・封書の13通は，
石川がカーペンターに会う直前までの1911年4月
9日から1913年11月7日までのものである。日本
語訳は山口によるもので，彼は書簡に注と解説を
つけている。
「麒甑・共同性・身体」（一）には「土民・保守・
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一味という言葉を手がかりにして」という副題が
ついている。「浪花節的石川の軌跡」をたどろうと
する本稿はこの第一号にその前半部がのり，後半
は第二号に発表されるという。付記に大沢正道，
北沢文武，米原謙の三人に大変お世話になったと
いう謝辞がある。
創刊号の表紙に"fromhere and now for muen" 
という一句がしるされているが，編集後記の最後
に山口は＜今のここから 無縁を求めて＞につい
て書いている。「この『無縁』は，人間存在をより
広い形でつつむ『縁起』とどうつながっているの
か。わたしはこの問題の入り口あたりにいまいる
のかもしれないと感じます」。
(2)巖本善治 (1865-1942)
巖本記念会発行の『巖本』や『巖本記念会会報』
のことは，『思想家の書誌』 180頁でとりあげてお
いたが，その後『巖本通信』が1997年2月に第137
号が発行され，それとは別に年誌『巖本』が「明
治女学校顕彰ー『女学雑誌』派連環・資料誌ー」
として刊行されはじめた。ここではその第 3号
(1997• 8• 1, 発行所東京都豊島区巣鴨3• 
14• 15, 巣鴨センチュリー21)を紹介する。
『巖本』第3号は，若松賤子没後100年特集で，
五十嵐勇作「若松賤子について思う」，滝口敦「『若
松賤子不滅の生涯』巖本記念会会編」の二つが掲
載されている。五十嵐は彼女の没後百年にあたる
1996年に会津高田教会の礼拝で，会津出身の文学
者「若松賤子の生涯と信仰」について説教をした
こと，彼女の家系について調査したこと，今年上
京して染井霊園に行き彼女の墓に詣でたことを書
いている。瀧口敦が紹介している『若松賤子不滅
の生涯』は生誕130年を記念して出版されたもの
で，没後80年の1977年に出た同じ書名の本に続く
第二巻の資料として日報通信社より刊行されたも
の。瀧口はその中から，巖本善治と彼女との結婚
について書いたいくつかの文章を紹介し，最後に
彼女の略年譜を掲げている。なおこの二つの他に，
86 
尾崎るみ「若松賤子のもう一つの顔ー一『ジャパ
ン・エヴァンジェリスト』子ども欄の書き手とし
ての若松賤子」という研究が紹介されている。
本誌にはその他宮下襄「巖本善治・『女学雑誌』
とシェクスピア」や早野喜久江「『女学雑誌』解説」
などがあるが，私にとって最も興味があるのは布
川孫市 (1870~1944, 経済雑誌社社員，元明治女
学校教授）について孫の布川清子が「祖父孫市の
こと」を書き，布川が『東京経済雑誌』に執筆し
たつぎの三篇を転載していることである。 (1)「入
社の辞」＜明治37年1月〉， (2)「二日遊記」（同40年
11月）， (3)「田口博士と明治の経済学界」（大正5
年1~2月）。『社会雑誌』や『社会』を主幹とし
て編集していた布川はその後田口卯吉の経済雑誌
社に入った。「二日遊記」は足利の商工業の実情の
見聞録である。 (3)は西南戦争から日露戦争後大正
初期にいたる約40年間の経済学界の推移を田口卯
吉を中心として概観したもので，わが国初期の経
済学史の叙述としては注目すべき作品である。布
川は布川静淵や山形東根など種々の筆名で『東京
経済雑誌』に多数の文章を書いているが，「田口博
士と明治の経済学界」の一篇だけでも優に日本経
済学史上にその名をとどめ得るであろう。
(3)大熊信行 (1893~1977) 
『大熊信行研究』のことは『思想家の書誌』第
二章で創刊号 (1979・12)から第4号 (1981・3)
までを紹介したが，ここではそれ以降現在まで（最
近号は第13号， 1997• 6• 20)を紹介しよう。
毎号大熊の手紙その他未発表の資料の紹介や最
近の研究文献リストが載る他，大熊に関する評論
がいくつか掲載される。第 8 号 (1990• 11・10)
には高橋正立「大熊信行の『配分原理』と私」，杉
原四郎「書簡を通して見た大熊信行」が，第9号
(1993·2• 28)には渡植彦太郎「西洋経済学の
真似をうち破った先駆者」，沢田進「『生命の再生
性』と家族理論について」が，第13号には上久保
敏「日本経済学史における大熊信行」 (1997• 6) 
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が載っている。ここでは第10号 (1993• 12• 28) 
の特集く大熊信行先生生誕百年記念講演会〉を紹
介する。
記念講演会は1993年6月19日に東京の日本出版
クラプ会館で行われ，板垣与一のあいさつと，篠
原三代平「大熊経済学の印象」，鶴見俊輔「国家の
二重性と家の二重性」の講演があり，後故人をし
のぶパーティーが行われた（参加者70名）。
板垣は記念事業の一つとして大熊のこれまでの
著書には未収録の文章をおさめた『ある経済学者
の死生観ー大熊信行随想集』が出たことを述べて
いる。
篠原は高岡高商の学生時代に大熊の経済原論の
講義を聴いたこと，その時テキストに使われた大
塚金之助訳のマーシャル「経済学原理』と，大熊
の二著『マルクスのロビンソン物語』，『経済本質
論』を読んだことによって，経済学の全体像をた
たき込まれたことが自分の一生を方向づけた，と
くにディストリビューションとアロケーションの
相違，限界効用価値論と労働価値論とは矛盾しな
ぃ，マルクスの『資本論』には歴史的分析の根底
に超歴史的な分析が伏在している，の三つを教え
られたことが重要だったと述べている。なお篠原
は大熊の資源配分論にはその動学的適用と国際貿
易論への適用との二つが残されていると指摘して
いる。又篠原は『一橋の学風とその系譜』 I(-
橋大学学園史編纂委員会， 1985)に大熊経済学を
「一橋経済学の貴重な遺産として教えてもいい」
と述べている。
鶴見俊輔は自分と大熊との出会いは戦後『季刊
理論』に出た「告白」を読んで「あっ」と思った
ことだと書き，大熊がこれをなぜ書けたかという
と，彼はもともと既成の学問である経済学よりも
もっと広く人間の思想の可能性の中から経済学を
考える方法をもっていた人だからだと述べてい
る。そして大熊は国家が国民にとってプラスとマ
イナスの二重性をもっていることを説いている
が，家についてはプラスの面だけとりあげてマイ
ナスの面は見ていないと述べ，「共に二重の性格を
もった国家と家とが相合う場所が大熊の著作全体
の中に含まれていたように私には考えられる」と
結んでいる。
大熊生誕百年の記念行事については，杉原の「続
経済学者の追悼文集（三）」，本誌第44巻第 2号
(1994• 6)の「大熊信行」の項をも参照。
(4)賀川豊彦 (1888---1960)
賀川豊彦の研究雑誌は『思想家の書誌』 (155,
181,191頁）や『社会思想史研究』（第15号，220~221
頁）で紹介しておいたが，ここではその中の『ポ
ランティア』（賀川記念館だより）と『本所賀川記
念館レポート』の近況をとりあげよう。
『ボランティア」第61号 (1994•12), 発行神戸
市中央区吾妻通 5• 2・20, 賀川記念館，発行者
村山盛嗣。
巻頭にアチイエ ・H・ニノミヤ「賀川豊彦先生
とヒューマンエコロジー」がある。ニノミヤは10
年まえ南インドのクララ州のマルトバ教会で大司
教に会い，彼から賀川の説教をコーチン市の河原
できいたことを聞き，「まさに賀川先生は世界的な
伝導者であると知らされた」と書いている。また
賀川の「宇宙の目的」や「生体内部環境の適合性」
や「社会革命と精神革命」などをよんで，「ヒュー
マン・エコロジストであった賀川先生は神から遣
わされた予言者であったと思われます」とも述べ
ている。
記念館の最近の活動として，神戸市の「ふれあ
いのまちづくり」への参加のため， 1963年当館地
域住民のために結成した吾妻福祉会・吾妻ときわ
会・吾妻いこいの家の活動の舞台をこのたび建設
された神戸市立吾妻地域福祉センターにうつすこ
とになったことが報告され，特養ホームの建設も
進んでいることも述べられている。
第62号 (1995・8)は，震災特集で20頁をあげ
て「地域の復興に仕えるポランティア活動」が報
告されている。はじめに「支援活動に当っては，
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関東大震災の折りに，いち早く救援活動をされた，
賀川先生の体験を学びつつ，自立による復興の支
援のため，「罹災者の目・耳・ロとなって世間に窮
状を訴えることを任務とすべきだ」という先生の
言葉を指針としたと書かれている。東京や名古屋
からはせ参じたボランティアの救援活動の記録も
多くの写真入りで載っている。最近号の第67号
(1997・12)には賀川豊彦記念・松沢資料館の米
沢和一郎（在ジュネーヴ）の「欧米が見た賀川豊
彦の中国での働き」が載っている。
『本所賀川記念館レポート』，第28号(1977・7・
22), 本所賀川記念館発行，東京都墨田区東駒形
4•6•2, 8頁。この記念館は関東大震災直後
に賀川豊彦によって設立された本所基督教産業青
年会の精神を継承したものである。巻頭に渡辺弘
子（親隣館保育園前園長）「共に育つ~事と私
事の間で一」という1997年6月にこの記念館で
行われた賀川記念講演会の講演要旨が載ってい
る。本館は種々の日常活動（児童クラプ，臨海学
校など）と共に研究活動（月一回）も行われ，『賀
川豊彦研究』の第31号は1995• 10月に，第32号は
1996・7月に刊行された。
(5)中江兆民 (1847-----1901)
『兆民研究』創刊号，編集委員岡林清水・猪野
睦・門田豊。発行者国則三雄志（亜細亜書房高知
市はりまや町）， 1992•12·10発行， 94頁， 1200円。
中江兆民忌実行委員会の岡林清水委員長は「は
じめに」で百年忌を期して「思想家・文学者兆民
の実像に迫ってゆことする事業の一環として」こ
の雑誌も刊行されるといい，東京外語大学学長の
原卓也は「刊行によせて」で，東京外国語学校の
初代校長だった中江兆民の学問の自治・自由を文
部省の行政から守るという志を継ぐべきことを訴
えている。
本号には岡林清水「兆民と土佐」，土佐文雄「人
間中江兆民」，易素攻「中江兆民における民主国の
人間モデル＝『士』について」のような論文と岡
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林清水「『一年有半』現代語訳」（連載）の他に溝
渕栄子「兆民渡仏120年記念行事・蚤の市一高知在
住留学生支援ー」がおさめられている。
本誌は年二回刊をペースに順調に刊行され．
1997年に10号に達した。以下第11号を紹介しよう。
『兆民研究』第11号，編集委員，岡林清水・猪
野睦・門田豊，発行所リープル出版（高知市升形
10・22), 1998• 1・30発行,83頁， 1200円。
本書は創刊より第10号まで，亜細亜書房から発
行されていたが，本号からリープル出版に移った。
「あとがき」によると，いま「中江兆民忌」実行
委員会が結成され．生誕150年の1997年から没後
100年の2001年まで「継続して取り組む」とされて
おり，本号や次号 (1998年8月予定）もそれに関
する記事が見られる。
本号には巻頭に兆民の故郷の高知市の筆山や鏡
川の写真があって，つぎのような論稿がおさめら
れている。岡林清水「兆民の文学観」，猪野睦「兆
民と国会」，窪田充治「兆民の『干渉教育論』につ
いて一一自由民権運動から今日を考える一」，溝
渕栄子「中江兆民から学ぶ女性政治参画」。
このように兆民の文学論や政治論や教育論がと
りあげられているが，兆民の著作研究としては岡
林清水「口語訳中江兆民『三酔人経綸問答』」と高
木稿史「兆民のアジア観・文明観」がある。なお
『三酔人経綸問答』の口語訳は連載だが，島木征
彦「小説中江兆民 新聞一ー」も連載である。
門田豊「兆民の足跡を訪ねて—東京への旅ー」
と岡林増子「兆民の舞台公演を終えて」は記念行
事の報告である。生誕150年を記念し，東京での兆
民の住民跡，仏学塾跡．兆民碑，兆民痙骨之標を
たずね，「兆民が生きた東京の風土の庶民的文学
性」にもふれる旅が11月 2• 3日に44名の参加で
行われた。その旅が写真入りで門田豊によって書
かれている。それから 7月23日に劇団「笛の会』
が上演した「土佐いまだ山河ありて一一中江兆民
ー」（約2時間半）の記録の台本を書いた岡林増
子がこの劇のことをつづっている。
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高知には市立自由民権記念館があり，また高知
市や中村市には「大逆事件の真実をあきらかにす
る会」が活動しているが，この『兆民研究』もこ
れらの活動と交流しながらすすめられているよう
である。
(6)中野重治 (1902"-'1979)
『中野重治研究月報』（編集杉原米和 中野重治
研究会）のことは前述の『社会思想史研究』第15
号にのせた論文でとりあげたが，ここでは別の雑
誌を紹介しよう。
『中野重治研究会会報』第 1号， 1985・3・28,
中野重治研究会，福井県坂井郡丸岡町霞 3• 10• 
1, 丸岡町民図書館内， 40頁。
坂本政親は「会報の発刊に寄せて」で，故人の
蔵書が出身地の丸岡町民図書館に寄贈され，「中野
重治記念文庫」となったことを機に「有志の者が
相集い中野重治研究会を結成した，この研究が発
足以来先ず何よりも最初の仕事として取り組んだ
のは，図書館と協力しながらこの（蔵書の随所に
見られる克明な，かつ移しい）書き込みを整理し
調査研究することであった」と書いている。創刊
号にのっている越野格「中野重治の書き込みー，
二」と渡辺喜一郎「『書き込み』カード化への一方
法」とはそれに関する中間報告である。
創刊号には，中林隆信「中野重治の死と医療」，
牧野正次（丸岡町民図書館長）「記念文庫と丸岡町
民図書館」，武藤信雄「中野美学の周辺」，渡辺数
巳「中野の郷土志向」らの文章の他，座談会「中
野重治の少年時代を語る」や資料として記念文庫
内の重治胸像，中野重治生家図があり，中野重治
研究会のあゆみと会員名列とがある。
私が見ることができたのは発足10年の記念号で
ある第10号 (1994・3,59頁）である。
第10号には巻頭に中国江西省作家協会との交流
の写真があり，重治の妹鈴子に関する三篇が掲載
されている。金龍済の特別寄稿・詩「記念植樹」，
大崎栄太「中野鈴子の遺書」，岡章人「体の中を風
が吹<―もうひとりの鈴子ー一」。岡の文章には
深い関係にいたった鈴子と金龍済との軌跡がくわ
しく跡づけられている。
他に藤堂尚夫「『中野重治短篇集』を読む」，山
下英一「『梨の花』の内森老人」，和田稔「研究会
が発足した頃」などがある。和田はその文章の中
で「重治の蔵書への書き込みには，その本に関す
る感想，批評，反論なども入っており，重治の読
書歴と思想の経歴まで知ることができる貴重な仕
事である。とはいえ書き込み調査は口で言うほど
簡単ではなく，十年の間にどこまで進んだかとい
われれば解答ができないかもしれない……これか
らも続けていく努力が必要ということになろう」
と述べている。
第10号にはもう一つ中野重治記念文学奨励賞受
賞作品—第 3 回全国高校生詩のコンクールー一
の作品3篇が載っている。
なお丸岡町民図書館から『中野重治文庫目録』
I~IVが発行されている由であるが未見である。
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(1)オウエン (RobertOwen, 1771---1858) 
オウエン没後100年の1958年に創立されたロバ
アト・オウエン協会の年報として1975年に創刊さ
れた本誌の第5号までのことは，杉原『思想家の
書誌』 165頁にのべたが，その後『ロバアト・オウ
エン協会報』から『ロバアト・オウエン協会年報』
と名称がかわり，会長は五島茂から都築忠七にか
わり，事務局も東京都新宿区の家の光協会から東
京都渋谷区の生協総合研究所にかわったが，第21
号 (1997年4月）に至るまで着実な歩みを続けて
いる。
私は創刊号に「わが国におけるオウエン研究史
の一駒」を書いた後， 1986年のXIにロバアト・オ
ウエン協会編『ロバアト・オウエンと協同組合運
動』 (1986,家の光協会）の書評， 1990年の XVに
白井厚監修『慶応義塾消費組合史』 (1990,慶応通
信）の書評を書いた外，毎号の巻末にのる会員消
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息にオウエンに関する情報を書いている (XXIで
はオウエンに関する人物切手やオウエンと J.S.ミ
ルとの関係など）。
『ロバアト・オウエン協会年報』 21 (1997• 4) 
は， 189頁，頒価1,500円で，巻末に会員名簿があ
るが，それを見ると，約100名の会員は，大学に所
属している研究者とならんで，各地の生活協同組
合や生協の連合会に所属する会員もかなりいて，
この協会が職業的研究者と実践家の両者が集うと
ころに特色をもっていることがわかる。都築忠七
「1996年」（巻頭言）「『都市と思想家』（書評）」や
今井義夫「ロッチデイル公正先駆者組合とロシア」
は前者の，また友貞安太郎「故 涌井安太郎さん
をおくる」（追悼）や吉沢明純「保険協同組合の国
際的現状」，丸山茂樹「インターネット時代の協同
組合運動」などは後者の寄稿である。編集後記で
杉本貴志は「この両者が集う本協会ならではのむ
ずかしさもあると思いますが，それをプラスに転
じることができるような年報をめざしたい」との
べている。巻頭言で会長の都築も，協会は「八十
年にわたる日本のオウエン研究者・協同組合研究
者の共同研究組織」であるが，この「協会の総力
をあげて，オウエンを現代に生かす課題に取り組
みたいと思う」とその抱負を述べている。
(2)レイチェル・カーソン (Rachel=Carson, 
1907-----1964) 
『レイチェル・カーソン日本協会会報」第13号，
1994年4月14日発行，発行所レイチェル・カーソ
ン日本協会（大阪市中央区谷町1丁目3-17-813,
年2回発行，頒価800円， 53頁。
主要内容。エッセー「カーソン没後30年によせ
て」，水木モリエ，竹内通夫，鈴木善次，末石富太
郎の4名，カーソン没後30年記念読書感想文コン
クール入選作品紹介，泉邦彦「わが国の農薬の毒
性指標」，吹田恭子「メインの海」，原強「『沈黙の
春』の周辺」（第三回），交流の広場，田久保晴孝
「豊かな生命はぐくむ谷津干潟」他3篇など。
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レイチェル・カーソン日本協会規約第三条によ
れば，「本会は自然を広い視野で捉え，農薬など化
学物質による環境汚染の危険を警告したレイチェ
ル・カーソン女史の哲学を学び伝えるとともに女
史の努力を継承し，化学物質から自然と環境を保
護する意義を普及し，その研究及び活動の交流を
図ることを目的とする」。この会報の他に協会から
彼女の伝記上遠恵子『レイチェル・カーソン一そ
の生涯』や，『「沈黙の春」を読む』（かもがわ出版）
を発行している。
カーソン没後30年『記念のつどい』 (12頁， 1994)
には当日（奈良， 4月15日，名古屋4月16日）の
プログラムやカーソンの略年譜，アメリカレイチ
ェル・カーソン協会事務局長ダイアナ・ポストの
記念講演「カーソンの思想を語りつぐ」の要旨や
「レイチェル・カーソン日本協会のあゆみ」がの
っている。それによると，この協会会報は創刊号
が1988年5月27日に大阪府立消費生活センターで
開かれた設立総会の当日発行され，第2号は同88
年10月に発行された。
朝日新聞日曜版に連載中の「100人の20世紀」に
カーソンもその一人にとりあげられた（「農業に警
告『沈黙の春』」 1998年2月22日）。そこで内田幸
男は，チョウや野鳥と同時に本の大好きな少女が
大学で生物学を学んで国の漁業野生生物局に勤め
た後，『われらの海』や『海辺』を書いて有名作家
になり， 1962年 "SilentSpring"を出版，数ヶ月
以内に10万部以上売れ，20数ヶ国語に訳された（青
樹簗ー『沈黙の春』新潮社， 1964年）が，わずか
1年半後に生涯独身のまま56オでなくなったこ
と，そして最後に，カーソンが警告した DDTは
1972年アメリカで禁止となり，有機塩素系農業は
現在諸国ではほとんど禁止されているが，「人間は
母の胎内に宿ったときから年老いて死ぬまで，恐
ろしい化学薬品の呪縛の下にある」というカーソ
ンの言葉は，現在でもその重みを決して失っては
いないと述べている。
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(3)トインピー (ArnoldJoseph Toynbee, 
1889-1975) 
「トインビー市民の会会報』 (1968年10月創刊，
1969年3月『現代とトインビー』と改題）のこと
は『思想家の書誌』 171頁に紹介しておいた。この
雑誌のことはその後も1980年代初頭の頃までフォ
ローしてきたが，その後見る機会がなかった。ト
インビー死去20年にあたる1995年と，『現代とトイ
ンビー』終刊の1997年とにこの会についての新聞
記事が出たので，それをとりあげて， トインビー
の歴史思想の普及に貢献した「トインビー市民の
会」の歩みを紹介しておく。
(1)「トインビー没後20年記念展とフォーラム」，
1995年9月18日，毎日新聞夕刊。
イギリスの文明批評家アーノルド・ J・トイン
ビーが死亡して今年は20年になるが， トインビ
ー・市民の会（秀村欣二代表理事）はこれを記念
して「20世紀の良心・トインビー展—没後20年」
とトインビー・フォーラム「21世紀を生きる一
対話を求めて」を開いた。
「トインビー展」は10月19日から21日まで東京
港区高輪区民センターニ階の展示ギャラリーで，
トインビーの著作，草稿，書簡，メッセージ，各
国の翻訳書，関連新聞記事， トインビー・市民の
会の活動の記録などを展示する。入場無料。
「フォーラム」は10月21日午後1時から東京国
際教育会館602号室で，朝日新聞論説委員高山智氏
が「21世紀の世界の日本ー2つの世紀末を越え
て」と題して基調講演をする。この後，「私のベト
ナム体験とトインビー」，「トインビーと比較文明
学」，「文明の衝突と比較文明学」，「異質なるもの
との出会いと21世紀のメディア文明」の発表があ
る。トインビーと林健太郎，若泉敬氏との対談の
一部もビデオ上演される……問い合わせはトイン
ビー市民の会 (03• 3585・3363)へ。
(2) 「トインビー・市民の会解散へ—歴史思想
普及に30年」。毎日新聞夕刊1997年3月25日。
トインビー・市民の会（代表理事・秀村欣二東
大名誉教授）が今月いっぱいで解散することにな
り，このほど機関誌『現代とトインビー』の終刊
号 (93号）が刊行された。同会はイギリスの歴史
家アーノルド・トインビーの思想を広く市民に普
及することを目指して1968年に誕生した。機関誌
発行のほか，月例講演会，市民集会，公開市民講
座など幅広く続けてきた活動は30年にしてひとま
ず終止符を打つ。
トインビーは大著『歴史の研究』などで知られ，
スケールの大きな文明史観を展開した。『トインビ
ー・市民の会』はトインビーが3回目の来日をし
たのをきっかけに，当時東京商工会議所副会頭を
していた高品増之助氏が呼びかけ，日本における
トインビー研究の第一人者だった山本新神奈川大
学教授らが中心になって生れた。その名前から分
かるように当初からアカデミズムを越えた一つの
市民運動を目指していた。
『現代とトインビー』終刊号は，終刊にあたっ
て寄せられた会員の声を特集し，同会の歩みを「資
料編」として収録している。巻頭には秀村氏が「こ
のような市民運動は政財界と一般市民よりの温か
い協力によって推進されてきた。しかし1975年ト
インビーの死去につづき， 80年代には山本・高品
両氏も相次いで他界され，時勢の変動と相侯つて
従来の活動の維持は困難となり……」と解散の理
由を記している。今後は各地の支部を拠点に， ト
ィンビーの精神を学び，未来を考える市民レベル
の活動を継続していきたいという。
(4)トロツキー (JlesTpo皿皿， 1897-1940)
『現代史の激動とトロツキー』第1号，第2号
と，『トロツキー 研究』第1号～第15号については，
前稿で紹介したが，ここではトロツキー研究所設
立5周年，『裏切られた革命』60周年にあたる1996
年に発行された20• 21合併号を紹介しよう。
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『トロツキー研究』，季刊，特集トロツキーと現
代，編集•発行トロツキー研究所，発売柘植書房
新社。 1996年10月31日。
特輯解題で西島栄ーがのべるように，各国から
の寄稿（多くは他雑誌にのったもの） 6本と国内
オリジナルの論文3本よりなる。内容はつぎの通
り。
ロバート・ダニエルズ「共産党内反対派とポス
ト共産主義期の革命過程」，訳志田昇。
ボイエイコフ「トロツキーの理論と現代ロシア」
訳西島栄一。
ミッシェル・レヴィ「社会的『身分』としての
スターリニスト官僚」，訳湯川順夫。
マルセル・ヴァン・デル・リンデン「トロツキ
ーの『墜落した労働者国家』論における時間概念」，
訳西島栄一。
王風西「中国版『裏切られた革命』に寄せて」，
訳志田昇。
イアン・サッチャー「ポスト・ソヴェット期の
トロツキー研究」，訳西島栄一。
上島武「『裏切られた革命』六0年」
湯川順夫「現代版『ソ連＝国家資本主義」説の
迷走」
藤本和貴夫「ロシア革命史におけるトロツキー」
以上のうち湯川論文は，大谷禎之助・大西広・
山口正之編『ソ連の「社会主義」とは何だったの
か』，大月書店， 1996年）を批判的に吟味したもの
で，執筆者に共通する「ソ連＝国家資本主義」説
は，理論的分析の面では従来の「ソ連＝国家資本
主義」説の水準を超えるものでなく，また政治的
立場では，従来の説が社会主義からの逸脱を弾劾
していたのに本書はスターリニズム擁護の立場に
立っているというちがいがあると指摘している。
本号にはこのほかにシリーズ・アンケート「ト
ロツキーと私」（稲垣豊，大薮龍介，栗木安延，福
島一正，山田誠）や長堀祐造「その後の陳仲山一
一中国トロッキストと魯迅の往復書簡一」や猪
原修治の書評•佐々木力『生きているトロツキイ』
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などがある。なお栗木安延は上記のアンケートで
トロツキーの長期波動論に言及しているが，本誌
第10号・第11号は「世界資本主義と長期波動」の
特輯であり，西島栄ーが「トロツキーとコンドラ
チェフの論争」を，岡田光正が「長期波動研究の
新たな理論的地平」を書いている。岡田はこの研
究所の『ニューズ・レター』第10号にも「世界シ
ステムと長期波動」を書いている。
むすび
ここでとりあげた10点の雑誌について，またそ
の他にも，私の手もとになおいくつかの資料が集
っている。かつて紹介した雑誌の最近の姿をしめ
すとすれば，渋沢栄一の『渋沢研究』 (1990年創刊）
や石橋湛山の研究雑誌『自由思想』 (1950年創刊）
はその後着実な歩みを続けているし，河上肇に関
する 3種の雑誌（大阪，東京，山口）は，大阪の
代表が杉原四郎→木原正雄→ー海知義とかわった
が，それぞれの地区の会員に支えられ，また『ア
ダム・スミスの会会報』 (1957年2月創刊，最近号
は第65号， 1998• 2) も代表が大河内一男→小林
昇→水田洋とかわったが，いずれも河上やスミス
に関する研究活動を続けていることがわかる。
また「経済思想家の研究雑誌」でものべたよう
に（本誌45• 4,148頁参照），思想家の著作集・全
集にともなって刊行される『月報』が研究雑誌に
準ずる重要な意味をもっているが，その意味では
最近刊行・完結した吉野作造や広松渉や丸山員男
の著作集（岩波書店）や刊行中の山川均全集（勁
草書房）や高島善哉（こぶし書房）や飯田鼎（御
茶の水書房）の著作集，あるいは近く刊行が開始
される青山秀夫の著作集（創元社）などの『月報』
もとりあげるべきであろう（私は吉野と広松と高
島の著作集の月報に寄稿している）。
これらの研究雑誌は，一つ一つがそれぞれの思
想家についての研究に役立つ資料であるのみなら
ず，それらの研究雑誌全体の流れと動向—どん
な内外の思想家が研究雑誌としてとりあげられ，
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どのように展開していったか—が，近代日本の
思想史全体をたどる研究にとって，不可欠の貴重
な資料となるであろう。
これらの資料は従来と同様に，関西大学経商資
料室の杉原文庫に寄贈される。
資料蒐集に際し御世話になった飯沼二郎，榊原
昭夫，島田昌和，谷口京延，杉原達の諸氏に深謝
する。
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